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学びの改革 334 プロジェクト 探究型学習研究大会 

１、大会主旨 

－現状－ 

平成 28 年 3 月に文部科学省の高大接続システム改革会議が公表した「最終報告」における子どもたちが

身に付けるべき 3 つの要素【①十分な知識・技能、②それらを基盤にして答えが一つに定まらない問題

に自ら解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能力、③これらの基になる主体性を持って多様

な人々と協働して学ぶ態度】に基づき、探究型授業が加速する中、“特定の分野に絞らず広く社会の中か

ら課題を発見するための指導方法” に戸惑う教育現場の声が増えています。 

－開催に向けて－ 

本大会は、「主体的・対話的で深い学び」における「気づき」「解決方法」のみならず、これらの新しい

学びが「何のために」あるのかを、本学の教育理念につながるデザインのあり方と方向性を示しながら

その根本を学ぶ機会とします。また全国の教員・NPO・行政職員らが垣根を越えて一堂に会し、定期的に

それぞれが抱える現状と課題を共有する機会としてまいります。 

２、大会テーマ 

教科・地域を越境する学び－「主体的・対話的で深い学び」は何のために必要なのか？－ 

３、プログラム 

日 時：平成 29 年 10 月 21 日（土）12:30～18:00 (19:00～情報交換会 ※会費制) 

 10 月 22 日（日）10:00～11:15（12:30～デザイン選手権大会観戦） 

会 場：東北芸術工科大学 

定 員：120 名（事前申込制） 

参加費：無料（情報交換会のみ会費制） 

主催 東北芸術工科大学創造性開発研究センター 

後援 山形県教育委員会、山形市教育委員会 

プログラム概要： 

■大会 1日目 【第 1部／本館 4階 407 講義室】

12:30～12:40 開会 

12:40～13:40 特別講演 「AI 時代にける社会に求められる人材の育成～高校教育の視点から～」 

文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室 室長 白井 俊 氏 

休憩（15 分） 

13:55～14:35 基調講演 「"主体的・対話的で深い学び”って何？ 生きた学びが生み出す真の価値」  

認定 NPO 法人カタリバ 代表理事 今村久美 氏 

休憩（10 分） 
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14:45～15:25 連続講義① 「東桜学館 未来創造プロジェクト」事例発表 

山形県立東桜学館中学校・高等学校 校長 官 宏 氏 

山形県教育庁高校教育課高校改革推進室 室長補佐 伊藤久敏氏 

山形県立東桜学館中学校 教諭 安達 納 氏 

東北芸術工科大学プロダクトデザイン学科 教授 柚木泰彦 

休憩（5分）  

15:30～16:10 連続講義② 「デザセン優勝・準優勝校」トークセッション 

香川県立高松東高等学校 教諭 西澤智子氏 

2016 年大会優勝「センカツ」指導教諭 ※高松工芸高等学校 

神戸市立科学技術高等学校 教諭 水野里奈氏 

2016 年大会準優勝「味来缶」指導教諭 

 [進行] 東北芸術工科大学基盤教育研究センター 吉田卓哉 

休憩（30 分） 

【第 2部／デザイン工学実習棟Ａ・1階】 

16:40～18:00 分科会 

 

グループ別事例発表意見交換 

［セッション１］ 16:45～18:20 ［セッション 2］ 17:25～18:00 

グループ 1：総合的な学習の時間を活用した探究型学習の実践事例 

発表者 山形県立新庄北高校 教頭 山宮 守氏 

グループ 2：地域と連携した探究型学習の実践事例 

発表者 山形県立東桜学館中学校 教諭 木村聡子氏 

グループ 3：職業教育を視点とした探究型学習の実践事例 

発表者 埼玉県立新座総合技術高校 教諭 青木邦眞氏 

グループ 4：デザセンを活用した探究型学習の実践事例 

発表者 山形県立山形西高等学校 教諭 武田秀幸 氏 

■大会 2日目 【本館 4 階 407 講義室】

10:00～11:00 特別講義 「地域と学校がつくる学びのしくみとキャリア教育への繋がり」 

静岡県教育委員会高校教育課 教育主幹 眺野大輔氏 

11:00～11:15 閉会 

－進め方－ 
３５分間のセッション 
（発表＋意見交換）を 2 回
行います。 
4 つのうち 2つのグループに
ご参加いただけます。なお
事例発表はいずれのセッ
ションも同じ内容です。
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開会挨拶 
東北芸術工科大学副学長 ／ 創造性開発研究センター長 
片上 義則 
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特別講演 
「AI 時代における社会に求められる人材の育成～高校教育の視点から～」 
文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室 室長 
白井 俊 
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Alex は男性にも女性にも使われる名前で、女性の

名 Alexandra の愛称でもあるが、男性の名

Alexander の愛称でもある。Alexandraの愛称は（ ）

である。 

A:Alex B:Alexander C:男性 D:女性 
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『アミラーゼという酵素はグルコースがつながっ

てできたデンプンを分解するが、同じグルコース

からできていても、形が違うセルロースは分解で

きない。 

セルロースは（ ）と形が違う。 

A:デンプン B:アミラーゼ 

C:グルコース D:酵素 
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（司会者） 白井様、ありがとうございました。

世界の教育情勢、そして AI時代、そして予測不可

能な時代認識の中で、これからどのような教育を

子ども達にしていくのか、あるいはその教育プロ

グラムを考えていくということで、非常に凝縮さ

れた内容だったと思います。私の方から一つだけ

質問をさせていただきたいと思います。教育改革

というのは不断の努力が常に必要だと思うのです

が、社会の変化も非常に早いと思います。そうい

った社会の変化に対しての教育の改革、進め方と

いうのはどのようにお考えになっているのでしょ

うか。 

 

 

 
 
※本文は、探究型学習研究大会の講演内容を、創造性開発研究センターが報告用にまとめたものです。 

 
 
  

－463－ －464－



 

基調講演 
「“主体的・対話的で深い学び”って何？生きた学びが生み出す真の価値」 
認定 NPO 法人カタリバ 代表理事 
今村 久美 
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「学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」から 
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連続講義① 
「探究型学習の実践例 ～山形県立東桜学館中学校 未来創造プロジェクト～」 
官 宏（山形県立東桜学館中学校・高等学校 校長） 
伊藤 久敏（山形県教育庁高校教育課高校改革推進室 室長補佐） 
安達 納（山形県立東桜学館中学校 教諭） 
柚木 泰彦（東北芸術工科大学プロダクトデザイン学科 教授） 

 
（柚木）

（官） 
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（安達） 
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（伊藤） 
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連続講義② 
「探究型学習の実践例～デザセン優勝・準優勝校トークセッション～」 
西澤 智子（香川県立高松東高等学校 教諭 

2016 年大会優勝「センカツ」指導教諭 ※高松工芸高等学校） 
水野 里奈（神戸市立科学技術高等学校 教諭 

2016 年大会準優勝「味来缶」指導教諭） 
 [進行]吉田 卓哉（東北芸術工科大学基盤教育研究センター 准教授） 
 

 
（司会者）

（吉田） 
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（西澤） 
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（吉田） 

 
（水野）

（吉田）

 
（西澤）
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（吉田）

 
（水野） 
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（吉田） 

 
（西澤） 

－487－ －488－



 
 

 

 
（吉田）

 

（水野） 

（吉田）
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（西澤） （水野） 

 
（吉田） 
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グループ 1：総合的な学習の時間を活用した地域連携型実践事例 
山形県立新庄北高等学校 教頭 
山宮 守 

 
（司会者） 東北芸術工科大学コミュニティデザ

イン学科の教員をしております、岡崎エミと申し

ます。高校でのプログラムと地域のプログラムと、

大きく二つ話が出てきますが、私も両方ともに関

わっているので、質問等は私の方でも受けますの

で、いろいろと聞いていただけたらと思います。 
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【質疑応答】 

（参加者） ジモト大学について、学校単体でい

ろいろな方を呼んで行うということで、地域で連

携し行政も巻き込んで行うというメリットはど

ういうところなのか教えていただけますか。 

 

 
（司会者） そうですね。高校が力をつけて魅力

化されるためには、やはり地域の力もすごく重要

だと思っています。地域が良くなっていかないと

高校も良くはなりません。高校生が地域に入って

いくと、大人も「しっかりやっていかないといけ

ないな」と本気になるんですよね。本気になった

大人の背中を見ると、高校生も「ここにはそうい

う大人がいるんだ」と思うという良いループが出

来るのかなと思っています。最上管内は比較的、

総合支庁が頑張っているので、いろいろな取り組

みが今までもなされていました。ですので、村山

地区とは少し違うところがあるのですが、それが

ベースとなって、各市町村がそれぞれのプログラ

ムを出すことが出来たというのはすごく大きい
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と思っています。恐らくこういう自治体の連携が

出来ているというのは全国でもすごく珍しい状

態です。市町村と県でというのはやはり大きく差

がありどうしても協働が出来ないところを、今回

は総合支庁が上手くコーディネートしてくれた

ということが素晴らしいと思います。ちなみに、

この最上のジモト大学は、今年 4年目になる「Ｓ

ＣＨシンポジウム」で民間・行政・高校という三

つのセクターの方に集まっていただいて、「本当

に高校生を地域で学ばせるにはどうしたらいい

のか」ということをずっと議論してきたんです。

その議論の中で、そのセクション三つが飲み会で

もいいから同じテーブルについて、「まずやって

みよう」から始まりました。それでやっと信頼関

係が出来て「じゃあやってみようか。うちが音頭

をとるよ」ということで総合支庁の方が動いてく

れました。それがすごく大きかったと思います。 

 
（参加者） 実は新庄北高校の 2 年生として娘が

お世話になっております。1年生の時から見ると

変容しているところが出てきていて、学びに向か

う力は親の目から見ても、すごく高まっているな

と思っております。保護者の視点から見た時も、

この学校に入れて良かったなと思っています。あ

とは本人に頑張って学力をつけてもらいたいと

思っているところです（笑）。感想ですけれども、

これからもどうかよろしくお願いします。 

 

 
（司会者） 私の方からも補足を。7 月に最初の

授業をさせていただいたのですが、基本的にその

授業で一番重要なことはマインドセットをする

ということでした。自分達の地域に課題があると

いうことをまず認識することがすごく大事だな

と思っていました。「各市町村は 2060 年度にどれ

だけ人口が減るのか」というパーセンテージを、

各地域の生徒でペアを作り、クイズ形式で当てて

もらいました。「戸沢村はどうですか？」「40％？」

「残念でした、32％まで減ります。32％に減るっ

てどういうことだろう？」というように想像して

もらう。総合的な学習や探究になりますけれども、

こういうことをどうして文科省は皆さんにやら

せようとしているのか。なぜならこういう力をつ

けさせようとしているんだよ。それはなぜならば

こういう社会になるからだよ。じゃあ、皆さんせ

っかくそういうチャンスをもらったら、どういう

ような力を本当につけたいですか、というような

ことを簡単なＫＪ法でまとめていきながらグル

ープで話し合うということをしました。どうして

私達はこういうことをしているのか、どうして地

域に目を向けなくてはいけないのかということ

のマインドセットをしていかないと、どうしても

やらされ感みたいなものが出てしまうので、モチ

ベーションをマネージメントするということも
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非常に重要だと思いました。 

 
（参加者） 参加者のほとんどが最上管内の生徒

ということになるかと思いますが、これまで接し

てこられた中で生徒達の特性や、共通して持って

いる課題のようなものはありましたか。また、そ

れらを踏まえて、取り組まれる上で留意されてい

るポイントや、補強するために仕組まれている手

立てを教えていただけますか。 

 

 
（参加者） 1 年生はこのプログラムを 4 月から

始めて 12 月が発表会ということですが、恐らく

全員が最初からやる気があるわけではないのか

と思いますが、どの辺りの活動からスイッチが入

ってきたか、という変化のようなものが見えてき

ましたか。 

 

 
（参加者） 岡崎先生は 7 月にどんなお話をされ

たのですか。 

 

（司会者） 実は一昨年も 1 年生向けに授業をし

ていて、その時はかなりしっかりと地域の課題を

洗い出して簡単にアイディアを見繕うというよ

うなプログラムだったのですが、時間が足りなか

ったこともあって消化不良だったんです。今回の

重要な点はマインドセットだと思っていて、そも

そもなぜ探究の授業をするのかということを丁

寧に話しました。「社会が変わっていく中で文科

省が皆さんに提供しようとしている思考力・判断

力、主体性というような要素が、実はこのプログ

ラムの中には沢山ちりばめられていて、皆さんの

成長にすごく役に立つはずだよ」と。「皆さん個

人個人はこの授業で何を本当に得たいですか」と

いうことを簡単なＫＪ法で意見交換をして出し

てみよう、ということをしました。先ほどお話し

した通り、地域の人口減少比率に関しても話をし

ました。発言する場を設けさせたり、この地域の

こういうところが良いよねということを伝えた

り、発表してくれた生徒に対して褒めてあげたり

しました。私のように外部の人間に褒められるの

は多分嬉しいんですよね。外部だからこそ良さが

見えたりもするので、そういうところを意識的に

話しました。実は 2年前の 1年生と今年の 1年生

の感じが、私はすごく印象が違うように感じまし

た。今年の 1年生は、多分、中学校でワークショ

ップ等を結構してきているんじゃないのかなと

いう印象がありました。学年によって、これから

入ってくる子と今までの子では少し違うのでは

ないかなと感じました。 

 

（参加者） 生徒が地域課題理解講座の発表を通

じて感じたことをプレゼンしてフィードバック
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するということは分かったのですが、そういった

中で実際に取材を受けた側の企業さん等が、この

取り組みをどういう風に捉えているのかという

ことについて、声をご紹介いただけますか。 

 

 
（司会者） 直接事業所の方から聞いたわけでは

ないのですが、まちづくりが出来る人材を育成す

る学科として考えているのは、地域の底力がある

ことが、実は学校にすごく影響するということで

す。今回もそうですが、高校や中学校が全てを抱

えてこういう総合的な学習をするとなると、先生

がパンクしてしまうというのは目に見えていま

す。地域の社会教育分野や地域活動をしている人

達とコネクトして、どうやって半分を持ってもら

うのかという時に「持ってもらえる地域なのか」

ということが問題になるんです。地域も一緒にな

って育っていかなければならないという時に、実

は高校生は地域にとってすごく良い起爆剤で、

「私達が 10 年後もしも帰ってきた時に、この地

域はどうなっているんですか」ということをある

種、本当に素直に伝えてくれます。そうすると大

人が「やらなきゃ」「頑張らなきゃ」「本気になら

なきゃ」となり、その姿を高校生が見て、という

良いループになっていくんじゃないかなと思い

ます。そういう意味では今回の最上総合支庁の事

業というのは非常に画期的で、県立高校はやっぱ

り県じゃないといろいろ出来ないんですよね。市

町村単体で取り組むことがなかなか出来ないの

ですが、こうやって 8市町村が一緒になって出来

ているというのは、本当に最上総合支庁の坂本さ

んのご尽力のおかげだったと思っています。 

 

（参加者） この取り組みはキャリア教育という

ことで、即効性はそれほどないのかと思いますが、

生徒達の進路希望に何か変化はありましたか。 
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グループ 2：地域と連携した探究型学習の実践事例 
山形県立東桜学館中学校 教諭 
木村 聡子 
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【質疑応答】 

（司会者） 木村先生の場合は、探究型学習にア

ートを手段として使っていらっしゃるということ

と、授業ではなくて部活動というところが今ご紹

介いただいた中では特徴的だったのかなと思いま

す。 

 

（参加者） 実は私は以前、木村先生が赴任する

前に東根市に赴任しておりまして、木村先生が来

る前の美術部の状況もよく存じております。木村

先生が来て、美術部を持たれて、そこから子ども

達が本当に変容していく様子が手に取るように分

かりました。私は応援される剣道部の立場だった

のですが、美術部ってこんなに攻めるんだなと思

っておりました。自信がなかった子ども達が、ど

んどんと表情も変わってきて、自分達からアート

を求めていく姿があったのを今も記憶しておりま

す。当初から探究型学習というところ意識されて

実践されていたのだと、学ばせていただき、驚い

ているところもあります。これからのご活躍もお

祈りしております。 

 

（参加者） 子ども達の活き活きした活動の様子

を先生の発表で見させていただきました。先生が

分析されたように、美術部はどうしても少しネガ

ティブな意識を持った子が集まったり、運動が出

来ないから美術部に行くという子が多いと思いま

す。それをこのような活動で引っ張り上げること

で、部活中の様子等が変わってきたというお話を

伺いましたが、その中でリーダーシップがとれる

ようになったりというような、部活内の人間関係

や関わりの様子の変化を教えていただけますか。 
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（参加者） 始めた時はどのくらいの部員がいま

したか。また、新聞等で取り上げられたことによ

って入部希望者は増えたのでしょうか。 

 

 
（参加者） 私は以前、美術部を 18年間持ってお

りました。非常に参考になりました。学年全体で

老人ホームや保育園に行き、お年寄りのところに

アート作品を持っていってプレゼントをしたり、

保育園で一緒におもちゃを作って遊ぶということ

はしたことがあるのですが、部活動で、しかも臨

床美術ということで、お年寄りの方に一緒に作っ

てもらうということがすごく新鮮だと思いました。

私の場合は、地域の他の学校等、色んなところに

同じようなことをやろうと呼びかけ一時期は盛り

上がったんですが、美術部の活動として考えてし

まうと、後任の人が受け継がなかったり、やや弾

圧されていったことがありました。先生の場合は

その辺りをどういう風に考えていて、これからど

のようにされるかというプランがありましたら教

えてください。 

 

 
（参加者） 持続していく活動となった時に、他

の人に引き継がれる時にはどのようにされますか。 

 

 
（司会者） ちなみに具体的にはどのように引き
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継ぎをされたのでしょうか。 

 

 
（参加者） 美術部の活動で、最初に彼女達の思

い・願い・楽しそうと思われたいという声を拾っ

て、それを具体的に実現するために先生がコーデ

ィネートをしている姿、そして、他の生徒が楽し

そうと言えるまでになった姿。すごく勉強になり

ました。ありがとうございました。生徒が学びを

通した変化によって、学校では見せないような積

極的なコミュニケーション力を発揮して自信をつ

けたとか、地域との理解が深まったということが

分かったのですが、地域と繋がることによって進

路意識がどのように変化したのか教えてください

ますか。また、学校では見せないようなコミュニ

ケーション力は地域では発揮出来るとのことでし

たけれども、学校でも積極的なコミュニケーショ

ンを見せたような姿があればご紹介いただければ

と思います。 

 

 
（司会者） 最初は高齢者施設に行って、今度は

子ども達から何かやりたいと提案したということ

で、社会に対しての興味が広がったというのは非

常に興味深いなと思いお窺いしました。 

 
木村先生から、特に「ここに今ちょっと悩んでい

ます」、というようなポイントがありましたら挙げ

ていただけますか。 
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（司会者） 生徒の数が増えてくると、なかなか

意思疎通やプログラムとして進めることが難しい

ということでしょうか。 

（参加者） 提灯作りのことでお伺いしたいので

すが、総合学習の時間は割と学校行事等がつまっ

ていたりするかと思うのですが、そこにこの活動

を入れていくにあたり、他の先生方への説明や、

学校の理解を得たりという点でご苦労されたこと

はありましたか。 

 

 
 

グループ 3：職業教育を視点とした探究型学習の実践事例 
埼玉県立新座総合技術高等学校 教諭 
青木 邦眞 
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【質疑応答】 
（参加者） このプロジェクトにはリーダーのよ
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うな子がいたのでしょうか、それとも教員がリー

ダーとして提案をされていたのでしょうか。 

 

 
（参加者） 毎年、企業とデザインのコラボレー

ションをされているとのことですが、先ほど仰ら

れていた県のバックアップがあり、企業との接点

が出来ているということでしょうか。それとも、

学校から企業に何かアプローチをかけられていま

すか。 

 

 
（参加者） 今日は楽しいお話を交えながらご紹

介いただきまして、ありがとうございました。う

ちにも 20代後半の娘がおりまして、先ほどのペル

ソナの選定があまりにも娘にそっくりだったもの

ですからびっくりしました（笑）。二つ質問をさせ

てください。一つは学科やコースが違う生徒さん

が協力して取り組まれたとのことだったのですが、

話し合いの中で、学科ごとに対立してしまうとか、

あるいは、クラスの特徴が出るのは良いことだと

思いますが、マイナスの特徴が出てきて、そこを

先生方が調整するような場はあったのでしょうか。

またそういう場合にはどのようなアドバイスをさ

れたのか。二つ目は、先生方にとってはこれまで

も経験されているような企画なのかもしれません

が、休日も含めて指導されているというお話があ

りましたので、教員の中でのストレス等といった

部分はゼロではないのかと思いました。その辺り

のことをぜひお伺いしたいです。 

（参加者） 休日にご指導された場合は、部活動

的な扱いで代休が取れるとか、あるいはお金が出

るとか、学校としてそういう措置はありましたか。 
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（司会者） 私の方からも質問をさせてください。

有志のプロジェクトだと思いますので、普段から

積極性のある生徒達が集まっているのか、それと

も、そうではない生徒もいましたか。 

 

 
（参加者） アイスブレイクは毎回されていたの

ですか。また、アイスブレイクの内容は先生方で

考えられていたのですか。 

 
（参加者） 素晴らしい取り組みだと思いました。

職業教育のグローバル実践ということで、職業観

といった面でも生徒達が実際に取り組むというの

はなかなかない機会だと思いますが、生徒達の意

識の変容、または気付きのようなものがあったの

かということを何かご紹介いただけますか。 
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（参加者） デザインを考えていく際に社長さん

や従業員の方にお話を聞いて夜行バスについて勉

強をしたということでしたが、例えばデザインす

る時に目標を共有されたり、一緒にアイディアを

出してみたり、チェックしてもらう……というよ

うに、会社の方とのやりとりは実際はどのように

されていましたか。 

 

 
（参加者） 先ほど仰っていたアプリケーション

やアメニティは制作会社に委託して実際に作られ

たということでしょうか。 

 

 
（参加者） バス会社からデザインの依頼があっ

たということでしたが、そのようなケースはよく

ありますか。 

 

 
（参加者） 沢山の依頼の仕分けや調整をしなけ

ればいけないかと思いますが、どなたがされてい

るのですか。 
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（参加者） ワークショップですのである程度の

時間がとれるとは思うのですが、時間管理等では

ご苦労をされましたか。 

 

 
（参加者） その後、このバスに実際に乗った方

からのフィードバック等を会社を通して受けてい

ますか。 

 

 
（参加者） 基本的に授業中ではなく放課後の時

間で取り組まれたのですか。 

 

 
（参加者） 長い時間をかけての取り組みですの

で、生徒達がくじけてしまったり、逆にたくまし

くなっていったりというところで、先生が感じた

点があれば教えてください。 
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グループ 4：デザセンを活用した探究型学習の実践事例 
山形県立山形西高等学校 教諭 
武田 英幸 
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【質疑応答】 
（参加者） 高校の美術の教員です。発表を聞か

せていただいて、生徒がどういう発想をしてきた

のかすごく興味深くあります。デザセンに 70チー

ム応募したとのことですが、子ども達はどのよう

な課題を見つけてきたのか具体的にご紹介してい

ただけますか。 

 

 
（参加者） 職員の体制についてお伺いしたいで

す。私の勤務している高校は来年からの探究コー

ス移行に向けて、1～2 年生が総合的な学習の時間

で探究型の取り組みをしています。私は 3 年生の

担任なのでそちらの指導には全く関わっていませ

んが、ほぼ総出で、テーマ設定については教員の

得意分野、農業、人文など分野ごとに班を作り一

人の担当の先生をゼミのように割り振っています。

山形西高校の場合はほぼ武田先生お一人の負担で

取り組まれているということなのか、それとも学

年で一クラスは担任が持つといった役割分担はあ

りましたか。 

 

 
（参加者） こういう取り組みをされているのは

素晴らしいなと思い聞いていました。昨年度から

総合的な学習の時間を 2 時間続けて、探究型の学

習、課題研究に取り組んでいるということは知っ

ていたのですが、デザセンを活用するというのは

非常に良いと思っています。二つ質問があります。

まだ始めたばかりとのことですが、とりあえず取

り組まれてみて、生徒の反応を踏まえ、今後の展

望や可能性を先生自身はどのようにお考えでしょ

うか。また、続けていくためには校内体制が一番

大事だと思うのですが、探究型推進委員会ではこ

んなことをしてほしい、あるいは学校として、今

後こういう役割を担いながら進めていきたいとい

う見通しがあれば教えてください。 
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（司会者） なかなか校内で理解を得るのは難し

いかと思うのですが、今思いついたことを勝手に

喋らせていただきますと、全校集会のような場で

今回のチームにプレゼンをしてもらえば、きっと

皆さんに分かっていただけるのではないかなと。

ぜひやっていただきたいなと思いました。 

 
（参加者） 昨年度は基礎スキルを段階的に学ば

せたというお話でしたが、今年度は今後学ばせる

予定でいらっしゃいますか。 

 

 
（参加者） 今回、1年生は基礎スキルを学ばずに

探究マインドをセットするためにデザセンに取り

組まれたわけですが、2年生はスキルを学び、探究

活動を行っています。同時に比較することは出来

ないかと思うのですが、先生の目から見て、スキ

ルを学んでいた方が良かった、もしくは、色んな

活動に取り組みながら吸収していってもらえれば

とお考えか、いかがでしょうか。 

 
（参加者） そもそも探究型スキルというのは恐

らく全ての授業で必要かと思います。ですから、

校内で「このスキルをここで教えました」という

ことが分かるようなマッピングをして、各授業の

中でそれを使ってもらえればもっと定着率が上が

り使うようになるのではないかなと。やってみな

いと分からないのですが、本校でも今、それを実

施しようと模索しているところです。 

 

 
（参加者） 高大接続改革をにらんでいるような

ニュアンスは校内でありますでしょうか。また、

例えば難関大の推薦は多いのでしょうか。 
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特別講演 
「学校と地域がつくる学びのしくみとキャリア教育への繋がり」 
静岡県教育員会高校教育課 教育主幹 
眺野 大輔 
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（参加者） 教師が持つコーディネーターの役割

として、一番最初の投げかけが上手くいくと、子

ども達も次々と見えてきて進んでいくのかなと思

うのですが、モチベーションをどんな風に最初に

上げればいいのでしょう。 

－535－



 

 
－535－ －536－



 

 

（参加者） 目線を合わせて一緒に見ているとい

うところと、カメラやペンを使い記録をちゃんと

しようという意識を持って聞いていると伝えよう

と思います。 
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（司会者） 探究学習の内容、成果、また、その

コツとポイントを具体的に公表していただきまし

て本当にありがとうございました。今のプログラ

ムを受けて卒業された、コミュニティデザイン学

科 1 年生の方がいらっしゃいますので、元生徒さ

んに聞いてみたいということも含めてぜひ質問が

あればお受けしたいと思います。いかがでしょう

か。 

 

 
（学生） 課題発見能力等を、高校生の時に意識

していたかというと分かりませんが、今大学に入

ってみて、他の高校から来た同い年の人と比べて

みると、自分はそういうところが身についている

と感じます。あとは俯瞰して周りを見る力も高校 3

年間で私は身につけることが出来たと思っていま

す。 

 

 
（学生） 役立ちました。どんな質問が来るか分

からなかったのですが、すぐに頭の中で整理をし

て答えることが出来ました。 

 

 
（学生） はい（笑） 

 

 
（学生） はい。高校で学んで来たことがコミュ

ニティデザイン学科では活かせる場が結構多くて、

これってここで活かせる学びだったんだなという

のは、まだ入学して半年ですが、すごく感じてい

ます。 

 
閉会挨拶 
東北芸術工科大学プロダクトデザイン学科 教授 
柚木 泰彦 
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学びの改革 334 プロジェクト 探究型学習研究大会アンケート結果 

日程 参加者数
21日 80
22日 28
両日 22
実人数 86

属性 人数 ％

高等学校 59 68.6%

中学校 8 9.3%

小学校 1 1.2%

養護学校 1 1.2%

大学関係者 4 4.7%

大学生 8 9.3%

メディア・出版 2 2.3%

一般・団体 3 3.5%

合計 86

都道府県 人数 ％

山形県 52 60.5%

宮城県 14 16.3%

岩手県 8 9.3%

栃木県 3 3.5%

千葉県 2 2.3%

東京都 2 2.3%

福島県 2 2.3%

愛知県 1 1.2%

長野 1 1.2%

北海道 1 1.2%

合計 86
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教科科目 人数 ％

国語 6 10.2%

数学 8 13.6%

理科 8 13.6%

社会 13 22.0%

英語 5 8.5%

美術 5 8.5%

工業デザイン 3 5.1%

音楽 1 1.7%

家庭 1 1.7%

電気 1 1.7%

商業 2 3.4%

未回答 6 10.2%

合計 59

1日目 ％ 2日目 ％

非常に満足 14 29% 15 60%

満足 22 45% 7 28%

どちらとも言えない 2 4% 0 0%

やや不満 1 2% 0 0%

不満 0 0% 0 0%

回答なし 10 20% 3 12%

1日目 ％ 2日目 ％

ぜひ実施したい 15 31% 2 8%

実施を検討したい 17 35% 4 16%

あまり必要性を感じない 3 6% 1 4%

回答なし 14 29% 18 72%

1日目 ％ 2日目 ％

15 47% 2 33%

3 9% 1 17%

2 6% 3 50%

12 38% 2 33%

講習を芸工大で受けた上、自分で実施したい

教育委員会による講習を受けた上、自分で実施したい

所属する研究会による講習を受けた上、自分で実施したい

専門家と一緒に実施したい
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〔お問い合わせ〕 

東北芸術工科大学創造性開発研究センター 

〒990-0301 山形県山形市上桜田 3 丁目 4-5 

TEL 023-627-2204 

FAX 023-637-2303 

Email : y-gakusha@aga.tuad.ac.jp 

URL : http://sozo.tuad.ac.jp/ 




